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事業導入の経緯

平成6年～
船舶の係留施設不足を解消するため、
島式港湾の整備を計画していた

高
津
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事業導入の経緯

平成11年

台風の影響を受け
地形が変化

砂州の流出により
波が直接侵入

（１）港の利用に支障

（２）係留施設不足が
深刻化

平成7年

波の侵入

砂浜の消失



事業導入の経緯

度々閉塞する航路

航行

障害

平成23年2月2日 中国新聞掲載



•事業目的

（１） 漁船の係留施設の確保

（２） 荒天時の港内静穏度の確保

（３） 安全な航路の確保



現在の進捗状況

高津地区

平成30年4月撮影

防波堤（東）390ｍ

防波堤(北)40ｍ

大塚地区

高津川

波除堤(東)35ｍ

防波堤（西）
100m

波除堤（西）67ｍ

係留施設



平成30年4月撮影

整備効果

準備・陸揚作業のコスト縮減

準備作業(氷運搬)
のコスト縮減

浚渫コストの縮減

移動コストの縮減



費用対効果

対応方針 継続

Ｂ／Ｃ＝２．０８

•事業年度 平成6年度 ～ 平成３７年度

•全体事業費 ５３．４億円

•進捗率 ６３％


